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令和7年度  岡山教育事務所管内

PTA等指導者人権教育研修会 を開催しました

～  研 修 会 資 料 よ り  ～ （一部抜粋）

　令和7年10月10日(金)に「令和7年度 岡山教育事務所管内 PTA等指導者

人権教育研修会」をオンラインにて開催しました。

　全国的に増加傾向にある“不登校”の子どもたちへの理解や関わり方について、医学的な知

見や実例等を交え、参加者が子どもたちと関わる上でのヒントやきっかけが得られる内容を伝

えていただきました。



不登校に対する考え方が変わ

った気がする。誰が・何が悪

いと追及するばかりでなく、

前向きに・気長に接するよう

心掛けたい。

〈こども園 PTA会長〉

講話を聞く前は、不登校の対

応としてどうやって学校に通

わせるかと考えていたが、ま

ずは子どもの心身を回復させ

ることが大切と聞いて、はっ

とさせられた。

〈小学校 PTA副会長〉

これまでの対応を振り返りつ

つ、今後の対応について再考

したい。学校へ持ち帰り、教

職員・PTA含めて全体にお知

らせしていく。

〈中学校 PTA副会長〉

教職員として、不登校の原因

を探したり、教室に入ること

を優先したりしている自分が

いた。今後は、学びの環境を

整え、子どもが安心して通え

る学校づくりのためにできる

ことを考え、実践したい。

〈中学校 教職員〉

ブレイクアウトルームでの情

報交換で他の方の悩みを聞く

と、不登校が身近に感じられ

た。当事者でなくても周りが

知ることで、力になることが

できるのかなと思い、研修会

に参加する意義を感じた。

〈幼稚園 PTA副会長〉

不登校は他人事ではなく、周

囲ができることはみんなで改

善し支えていく、優しさの連

鎖が必要と感じた。

〈中学校 PTA研修部〉

不登校がどのような症状を経

て回復していくのかを知る

と、保護者としても見通しが

もて、心の支えになると思

う。研修を通して学んだこと

を広く周知していけるように

働きかけたい。

〈幼稚園 教職員〉

「不登校は"ギフト"」という

言葉に強く心を打たれた。ネ

ガティブな印象を与えやすい

「不登校」は決して不幸なも

のではなく、捉え方次第では

幸せに転じるのだと心に留め

ていたい。

〈小学校 PTA役員〉

子どもはもちろん親もオーバ

ーヒート状態にならないよ

う、普段から心身を休める時

間や自分の楽しみになるよう

な時間を設けたい。

〈幼稚園 PTA会長〉

～  ご  紹  介  ～

親として「見守る・理解を示

す・寄り添う」という姿勢の

大切さを改めて感じた。悩み

の多い時期だからこそ、子ど

もが"自分らしい時間"を過ご

せるよう、支えていきたい。

ブレイクアウトルームでは普

段出会うことのない方々と意

見交換でき、勉強になった。

〈小学校 PTA会長〉

自身も中学生のときに不登校

を経験し、学校に行けないこ

とへの罪悪感をずっと感じて

いたが、自分を守るための防

衛本能だと聞き、長年感じて

いたモヤモヤが少し晴れた。

〈幼稚園 PTA会長〉

不登校状態の理解の仕方、時

期別の対応、回復のプロセス

等がよくわかったので、これ

からの学校での対応に生かし

たい。

〈小学校 教職員〉

　岡山県教育委員会では、これまでも様々な不登校対策を行

ってきましたが、改めて不登校に係る基本的な考え方や対策

を整理した上で新たな取組も加え、「【新岡山県不登校総合対

策】OKAYAMA夢につながる学びプロジェクト」としてと

りまとめています。

　このリーフレットでは、“誰一人取り残されない学び”の

実現に向けて、学校における教育活動や学校内外の多様な学

びの場の事例、県の相談窓口等を紹介しています。

　岡山県教育委員会のホームページよりダウン

ロードできますので、ぜひご活用ください。

～ 参 加 者 の 声 ～
（ 内容を変更せず一部編集しています。）


